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研究会第４５回公開研究会JA-IT
６報告へのコメントと提言

研究会代表委員 今村 奈良臣JA-IT

、 、 、１．昨日と本日の６報告とも 明確な問題意識と課題を提起し それを実現する路線を提示し

その実践の上ですぐれた成果をあげていると高く評価した。この６事例に示された成果をい

かに広く全国のＪＡに拡げていくかが本研究会の課題である。

そのために 研究会の果たすべき使命は重大であり、この研究活動をさらに全国にJA-IT
広げて行くべきことを痛感した。そこで、その核心を整理しておく。

２．各報告の核心

１ ＪＡぎふ）

新たな発想にもとづき提起した「蔵出米」を核として販売・生産体制の革新。そ

のための「担い手協議会」の創出、輸送・保管コストの徹底的削減、消費者の組織

化拡大、消費の安定化等々の米産地の望ましい方向を大胆に提示している。特に消

費の安定的拡大と生産・流通体制の改革に注目。

２ ＪＡあきた白神）

ＪＡあきた白神の立地する風土の特質を活かし「白神ネギ」を中心とした重点５

品目の生産振興とブランド確立、そのための園芸メガ団地の育成、機械・施設の体

系的整備、それぞれに対応する生産・物流体制の抜本的改革、若い生産者の参入と

法人化の推進など、東北秋田で目を見張らせる活動を推進。単なる転作ではなく新

産業体制の確立を目指す。東北地方の明日のＪＡのモデルである。

３ ＪＡ糸島）

わが国有数の直売所「伊都菜彩」を核に「地域農業の６次産業化 （１×２×３」

＝６）のトップランナーとして躍り出し、活躍しているＪＡ糸島の農業生産体制の

革新とその着実な成果には学べき点が多数散りばめられている。特に水田と気候風

土の特質を活かしたＪＡの活動には学べき課題が散りばめられている。

４ ㈱ジーピーエス）

かねてよりパルシステム生活協同組合連合会の活躍は注目されてきたが、その実

践主体である㈱ジーピーエスの米の予約登録米システムには、米の確実な消費拡大

と消費者と産地を結ぶ固いキズナで結ばれた活動に注目し、支援しなければならな

い 「予約登録米」制度を通じて生産者と消費者をつなぐ「絆」を更に太く、着実。

なものにしてもらうよう願う。

５ ＪＡふくしま未来）

東日本大震災、原発事故――その重いかつ苦しい災害から立ち上がる内発的発展

力の発揮に全面的な期待をかけるとともに 研究会の会員ＪＡはもちろん、全JA-IT
国のＪＡの支援を期待しつつ、新たな地平を切り拓いていかれることを心から祈念

する。私も、新ＪＡの中心となっているＪＡ新ふくしまに対しては農民塾活動の推
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進など、ささやかだが努力をこれまで重ねてきた。

６ ㈱田切農産）

すぐれたリーダーであり、経営者である紫柴勉君の活動については拙著『私の地

方創生論 （農文協刊）の第５章「地方創生の旗手たち（その１）―日本型農場制』

農業の創造を目指す㈱田切農産（長野県飯島町 」において詳しく紹介、分析して）

あるので参照して頂きたい。田切農産のような組織が全国に拡がることを期待し熱

望する。

３．ＪＡ改革をサッカーの戦略、戦術に学ぶ

――勝利するための体制の確立と戦い方をいかに創造するか――

１ サッカーの基本陣型）

①フォワード（ＦＷ）＝１Ｔｏｐまたは２Ｔｏｐ。得点をいかに挙げるか。

②ミッドフィールダー（ＭＦ）＝勝つための戦略、戦術を策定するチームの基本であり、

.実践の中の司令塔である

③ディフェンス（ＤＦ）＝防御を基本とするが、攻撃への起点となる。特に両サイドバッ

ク（ＳＢ）は適機に攻め上がり、ミッドフィールダーやフォワードと連携する。

センターバック（ＣＢ）は全力を挙げて守備に当たり、失点を防ぐ。

④ゴールキーパー（ＧＫ）＝全力を挙げて失点を防ぐ

２ 基本布陣の陣型とＪＡへの活用）

①フォーワード（ＦＷ）＝農畜産物販売部門に当たる

②ミッドフィールダー（ＭＦ）＝営農企画部門に当たる。全国の農協をあちこち歩いてみ

ますと、営農企画でお金ばかり食って、赤字でどうにもならないところは切り捨てる、

そういうところが多いの

です。今日おいでの皆さ

んはそういうことをやっ

ていないと思います。そ

うではないのだというこ

とをはっきりさせたいの

です。

③ディフェンス（ＤＦ）＝

、 、 、金融 共済 資材・購買

財務、そして管理部門に

当たる。しかし、サイド

バック（ＳＢ）は状況に

即応して両サイドライン

を駆け上がり、適切な融

資、資材供給等機動力を

。発揮しなければならない

④ゴールキーパー（ＧＫ）

＝管理、総務等の部門に
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当たる。いかに失点を防ぎ、次の攻撃に備えるか。

⑤組合長は監督であり、専務、常務理事等役員はコーチであり、理事は多彩な勝つための

戦略、戦術の提言を行うべきである。

⑥さらに重要なことはサポーターをいかに増やすかということである。 勝利を重ねる

チームには強力なサポーター、応援団が組織されている。

⑦サポーターとは組合員・准組合員であり、ＪＡ活動に連携してくれる消費者、多彩な実

需者である。

⑧強いチームのサポーターには女性が多い。ＪＡを支えるのは女性たちであることを常に

考えておく必要がある。

⑨多彩な組合員＝サポーターからの提言や意見に常に耳を傾けて勝利の方程式を創り上げ

るのがＪＡの理事、役員でなければならない。

４．人材をいかに増やすか

ＪＡの発展はいかに役職員の人材を増やすかにかかっている。

もちろん、組合員の資質の向上にも努力しなければならない。では人材とは何か。第１図

を通して解説する。

５．ＪＡの新たな展開は、風土を踏まえ組合員のやる気を高め、すぐれた販売戦略

の確立とその実践にある。――Ｐ－Ｓｉｘ理論の実践を――
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ＪＡ役職員の名刺は目を引き付けるものがほとんど無い。６．

。 。名刺は多彩な情報発信の武器であることを肝に銘じてほしい パソコンでの自作でもよい

魅力あるカラフルな名刺を作ろう。

７．地域創生の５ポリス構想を実現しよう。

図 地域創生の５ポリス構想とその推進
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Eco Polis（エコ・ポリス）

景観と生態系の拠点
里地・里山の保全、農村景観の維持・修復

水利・風力・太陽光など自然資源の利活用

生活・居住環境の整備

新しい時代のグリーンツーリズム

新時代の農村公園の造成・整備

Agro Polis（アグロ・ポリス）

農業の拠点
地域農業の組織化・法人化

「大・小相補」「老中青婦」の原則

新規参入の促進、人材育成、ネットワーク推進

Food Polis（フード・ポリス）

食の拠点
食品加工の路線・農業6次産業化

（1×2×3＝6）

「地産・地食」「地産・都食」

「地産・地消」

→「地産・都消」

→「地産・都商」へ

「伝統食」の再発掘

Medico Polis（メディコ・ポリス）

医療・介護・保育の拠点
医療・介護・保育などの

包括的システム整備

高齢者医療・介護の体制整備

メディカルセンターシステム

Culture Polis（カルチュア・ポリス）

文化・技能の拠点
歴史的寺社仏閣、

多彩な伝統芸能、

伝統技術・技能等の

文化遺産の継承

農村のもつ教育力の

発現・継承

青少年教育力

心のふるさと

（注）Polisとは、ギリシャ語源の「都市」あるいは「拠点」のことで、今村の造語である。

今村奈良臣著『私の地方創生論』（発行元：農山漁村文化協会）より
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[コメント]  

6報告へのコメントと提言 
今村奈良臣（JA-IT研究会 代表委員） 

各報告についてのコメントはレジュメを読んでい

ただきたいと思うが、最後の紫芝さんの報告につい

てだけ、少し、追加でコメントをさせていただきた

い。 

共益を追求する 

紫芝さんのことを私は以前からよく知っているが、

今日の報告を聞いて、日々進歩・発展を遂げている

ことに、非常に関心を持った。 

私は、長野県の八ヶ岳中央農業実践大学校の理事

をしており、1 年に 2 度ほど特別講義を行なってい

た。そのときに、まだ学生だった紫芝さんと出会っ

た。「アメリカ農業を見てきたい」と相談を受けた

ので、私が国の派遣制度を紹介し、紫芝さんはカリ

フォルニアの大酪農経営で勉強をしてきた。今の紫

芝さんは、アメリカを見て日本を見て、考えたこと

を実践されているのだと思う。 

私は以前、アメリカで農村調査をずいぶん行なっ

た。そのとき痛切に感じたのは、アメリカは「公」

と「私」の 2 セクター社会であるということ。これ

はヨーロッパも同じ。ところが日本は「公」「共」

「私」の 3 セクター社会であり、これが日本の最大

の特徴だ。「公益を追求する」「私益を追求する」、

さらに「共益を追求する」。つまり、「我田引水」

は日本では絶対に許されない。 

中国にも「共益」の考え方はない。干ばつが来て

も、「自分の田だけ水があればよい、他が枯れても

知ったことか」という考えがまかり通る。ポンプを

持っている人はどんどん自分の田に水を引き入れる

が、力のない人は諦めるしかない。私は、「人民公

社もあり、共同共益を追求する国ではないのか」と

怒鳴ったこともある。 

紫芝さんの今日の報告を聞いてわかることは、

「共益」を非常に重視しているということだ。 

土地は子孫からの借りもの 

それからもうひとつ。

「地域の農地・土地は、

まだ生まれてこない子

孫から預かっているも

の」、それが私の思想

だ。先祖から預かって

いるのは当たり前。そ

うではなくて、まだ生

まれてこない子孫から預かっている。だから、永続

的な農業を考えなければいけない。自分の時代だけ

よければいいということではない。農業というのは

そういうものだと私は考えている。これが原点で、

この精神を失ったら終わりだ。 

農業協同組合は、「共益の追求」と「土地は子孫

からの借りもの」、少なくともこのふたつの思想を

忘れないでいただきたい。 

どんな活動も、根底に思想を持っていなければう

まくいかない。それも、確固とした思想。独りよが

りではなく、万民が納得できるような考え方を、お

互いに持とうではないか。 

孫弟子たちの「山地放牧」実践に感銘 

実は夕べ、当時の私の弟子たちが、「どうしても

先生に会いたい」と、そのまた弟子たちを連れてき

た。私からすると、孫弟子にあたる。話を聞くと、

彼らは山地放牧をしているそうだ。バブル崩壊後に

大手電子機器メーカーが撤退して、荒れ放題になっ

ていた土地を利用しているという。基本的には餌は

ごくわずかしか与えず、牛が自分で水を飲み、草を

食べる。 

彼は、クヌギ林での放牧も始めたそうだ。という

のは、大分は「どんこ」という分厚いシイタケの産
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地だが、その原木のクヌギは福島県から供給してい

た。ところが、福島県のクヌギ林は原発事故で汚染

され、使えなくなってしまった。産地としてはピン

チである。そこで彼らは、クヌギ林に牛を放牧し、

ただ牛を太らせるだけでなく、シイタケ農家と連携

しながらクヌギ林も生育する。牛は、クヌギにから

まるツルを引っ張り降ろして食べてくれる。糞は肥

料になる。蹄で地面を耕してくれる。通常、原木用

のクヌギは 13～14 年が伐期だが、牛を放牧すると

9～10 年で伐れる。こういう放牧を、すでに推進し

ているそうだ。今の段階で 50 頭いるが、もうすぐ

80 頭になるという。今は子牛の値がよいので、だ

いぶ儲かっているようだ。 

牛の山地放牧については、拙著『私の地方創生論』

の第 9 章「Making から Growing へ－牛の放牧を通

して考える思想の転換」に詳しく書いておいた。今

から約 20 年前、甘楽富岡の黒澤さんと 1 杯飲みな

がら、「甘楽富岡にはクワの木が山ほどある。草も

山ほどある。あれは牛の餌の宝庫だ」「まずは里山

から放牧して、だんだん奥山に入れていけばいい」

という話をした。黒澤さんは実践力がある。すぐに

チャレンジ 500 という路線を打ち出して、放牧を始

めた。平成 15 年には 421 頭だった母牛が、19 年に

は 543 頭、現在は 700 頭になろうとしている。農家

が扱っているのもあるが、農家出身で子どものころ

から牛になじんでいた人たちが、定年帰農で牛を飼

い出している。「私の山にも放牧してくれ」「私の

クワ畑も使ってくれ」と注文が来るほど、うまくい

っているようだ。 

今回の研究会は水田をめぐる問題を中心に話が展

開したが、地域全体を見渡してどういう対策を打っ

ていくか。有畜農業だけではなく、改めて考えてみ

ればもっといろいろな可能性がある。それを実現さ

せるためには、どういう人材を見出し、地域内にど

ういうネットワークを組んでいくか。こういうこと

も合わせて考えていただきたい。 

人間を変えていくことが JA改革の基本 

夕べ、久しぶりに期待できる青年に会ったが、た

とえば紫芝さんのような人が 1 人いるだけで、地域

はガラッと変わっていく。JA 改革も、上からのお

達しによって実践できるものではない。これまでの

慣習を変えていく。人間を変えていく。そういうこ

とだろうと思っている。 

サッカーにたとえてお話すると、フォワードは販

売部門。そして、一番重要なポジションであるミッ

ドフィールダーは、営農企画部門。よく「金を生ま

ない」と言われる部門だが、ミッドフィールダーが

しっかりしていないと、サッカーでは勝てない。デ

ィフェンスが金融・共済・資材・購買、財務部門。

そして、ゴールキーパーは管理・総務部門にあたる。

自分の JA はどういう陣立てになっているか。販売

はどうか。ミッドフィールダーはどうか。ディフェ

ンスも、両サイドバックは長友のように駆けあがっ

てフォワードに球を出せるか。よく考えていただき

たい。職員には、「おまえはミッドフィールダー、

司令塔になれ」と具体的に説明していただきたいと

思う。 

皆さん方も腹を据えて、この JA-IT 研究会に結集

し、新しいサジェスチョンを得て、自分たちの地域

の農業、地域の農協をつくっていただきたいと思っ

ている。 
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